
第２学年音楽科年間指導計画 山梨大学教育人間科学部附属中学校

Ｂ鑑賞：
音楽への
関心・意欲・態
度

音楽的な感受や
表現の工夫

表現の技能 鑑賞の能力

学期 月 題　　　　材 ねらい 時数

4
５

フーガの特徴を生かして
表現しよう

・歌詞の内容や曲想を味わい，表
現を工夫する能力を育てる。

6 ○ ○

声部の役割に関
心をもち，曲に
ふさわしい合唱
の表現をするこ
とに意欲的であ
る。

声部の役割を感
じ取って合唱の
表現を工夫して
いる。

声部の役割を生
かして合唱表現
をする技能を身
に付けている。

声部の役割を意
識しながら聴い
ている。

6
言葉のリズムを生かして
作曲しよう

・旋律のしくみに関心をもち，意
欲的に旋律創作をする。
・様々な音の組み合わせによる旋
律を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気を感受して，イ
メ　ージを膨らませながら表現を
工夫する。
・川柳の言葉のリズムを生かし
て，イメージに合った旋律をつく
ることができる。

4 ○ ○

旋律のしくみに
関心をもち，意
欲的に旋律創作
をしている。

様々な音の組み
合わせによる旋
律を知覚し，そ
れらの働きが生
み出す特質や雰
囲気を感受し
て，イメージを
膨らませながら
表現を工夫して
いる。

川柳の言葉のリ
ズムを生かし
て，音を適切に
選んで，イメー
ジに合った旋律
をつくってい
る。

7
旋律にふさわしい伴奏を
工夫して演奏しよう

・旋律と和音やリズムなどとのか
かわりを意識し、和音やリズムを
工夫して音楽を表現することの楽
しさを感じ取り、器楽表現及び鑑
賞をする。

4 ○ ○ ○

旋律と和音，リ
ズムの働きや曲
想，鍵盤楽器の
基礎的な奏法に
関心をもち，意
欲的に器楽表現
や鑑賞をしてい
る。

旋律と和音，リ
ズムを知覚し，
それらの働きを
感受して，イ
メージを膨らま
せながら表現を
工夫している。

低音と三和音の
リズムを工夫し,
自分たちのイ
メージとかかわ
らせながら，鍵
盤楽器の基礎的
な奏法を生かし
て表現する技能
を身に付けてい
る。

旋律と和音，リ
ズムとのかかわ
りなどが生み出
す曲想を味わっ
て，楽曲を聴き
取っている。

8
9

交響曲の響きを味わおう

・交響曲第５番の特徴を理解す
る。　・ソナタ形式を理解する。
・ベートーヴェンについて理解す
る。

4 ○ ○

曲の構成やオー
ケストラの音色
に関心をもち，
意欲的に鑑賞し
ようとしてい
る。

動機の繰り返し
や第１，２主題
の曲想を感じ取
ることができ
る。

曲の構成や特徴
をとらえ，オー
ケストラの響き
や音色の味わ
い，曲の成り立
ちを理解して聴
いている。

（２）器楽 （３）創作

備
　
　
考

【第２学年及び
　　　第３学
年】
　音色，リズ
ム，旋律，和声
を含む音と音と
のかかわり合
い，形式などや
速度，強弱の働
きを知覚し，音
楽のもつ曲想や
美しさを感じ取
る能力を高め，
楽曲への理解を
深めながらそれ
らを生かした表
現や鑑賞の工夫
をしている。

【第２学年及び
　　　第３学
年】
　楽曲構成の豊
かさや美しさを
感じ取り，曲に
対する自分の解
釈やイメージを
音を通して適切
に表現していく
ため，発声や楽
器の扱い，読譜
力などの基礎的
な表現の技能を
伸ばし，創造的
に表現する能力
を高める。

【第２学年及び
　　　第３学
年】
　楽曲全体の曲
想と諸要素の働
きによる効果，
我が国の音楽及
び世界の諸民族
の音楽の特徴な
どを，背景とな
る文化・歴史や
他の芸術などと
かかわらせて総
合的に理解して
聴く。

音や音楽のよさ
や美しさを感じ
取り，それらを
音楽活動の中で
創意工夫し，生
かしている。

音楽を表現する
ための基礎的な
技能を身に付け
ている。

音楽を楽しく聴
取，鑑賞し，そ
のよさや美しさ
を味わう。

前
期

「Ａ表現」「Ｂ鑑
賞」の指導を通し
て次の事項を指導
する。

Ａ表現：
表現教材は次に示すもの

イ
　
歌
唱

教
材
に

は
，
次
の

観
点
か
ら

取
り
上
げ

た
も
の
を

含
め
る
こ

と
。

リズム・旋
律・テクス

チュア

形式

（

イ
）

民
謡
，
長
唄
な
ど
の
我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
の
う

ち
，
地
域
や
学
校
，
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
て
，
伝
統
的
な

声
の
特
徴
を
感
じ
取
れ
る
も
の

旋律・リズ
ム・音階

〈創作教材〉中学生川柳３句のうち
１句を選択
〈鑑賞教材〉「クラッピング
ミュージック」「たこたこあがれ」
「あぶくたった」

〈鑑賞教材〉交響曲第５番ハ短調

【音楽科の目標】
第１   目   標
   表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽を愛好する心情を育てるとともに，
音楽に対する感性を豊かにし，音楽活動の基礎的な能力を伸ばし，音楽文化についての理
解を深め，豊かな情操を養う。

【第２学年及び第３学年】
１    目   標
(1)音楽活動の楽しさを体験することを通して，音や音楽への興味・関心を高め，
　　音楽によって生活を明るく豊かなものにし，生涯にわたって音楽に親しんでいく
　　態度を育てる。
(2)多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り，表現の技能を伸ばし，創意工夫して表現
　　する能力を高める。
(3)多様な音楽に対する理解を深め，幅広く主体的に鑑賞する能力を高める。

  

Ｂ鑑賞 評価規準

鑑
賞
教
材
は
，
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
を
含
む
我
が
国
及

び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
う
ち
，
指
導
の
ね
ら
い
に
適
切
な

も
の
を
取
り
扱
う
。

ウ
声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
，

表
現
を
工
夫
し
な
が
ら
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
。

ア
曲
想
を
味
わ
い
，
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
て
演
奏

す
る
こ
と
。

イ
楽
器
の
特
徴
を
理
解
し
，
基
礎
的
な
奏
法
を
生
か
し
て
演

奏
す
る
こ
と
。

ウ
声
部
の
役
割
と
全
体
の
響
き
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
，

表
現
を
工
夫
し
て
演
奏
す
る
こ
と
。

ア
歌
詞
の
内
容
や
曲
想
を
味
わ
い
，
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を

工
夫
し
て
歌
う
こ
と
。

共通事項 主な教材 Ａ　表現

（

ア
）

我
が
国
で
長
く
歌
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
歌
曲

の
う
ち
，
我
が
国
の
自
然
や
四
季
の
美
し
さ
を
味
わ
え

る
も
の
又
は
我
が
国
の
文
化
や
日
本
語
の
も
つ
美
し
さ

を
味
わ
え
る
も
の

ア
　
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
う
ち
，
指
導
の
ね

ら
い
に
適
切
で
，
生
徒
の
意
欲
を
高
め
親
し
み
の
も
て
る
も
の

で
あ
る
こ
と

イ
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
と
そ
れ
ら
の
働
き
を
表
す
用
語
や
記

号
な
ど
に
つ
い
て
，
音
楽
活
動
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
。

ア
言
葉
や
音
階
な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
，
表
現
を
工
夫
し
て
旋

律
を
つ
く
る
こ
と
。

イ
表
現
し
た
い
イ
メ
ー

ジ
を
も
ち
，
音
素
材
の
特
徴
を
生
か

し
，
反
復
，
変
化
，
対
照
な
ど
の
構
成
や
全
体
の
ま
と
ま
り
を

工
夫
し
な
が
ら
音
楽
を
つ
く
る
こ
と
。

イ
曲
種
に
応
じ
た
発
声
や
言
葉
の
特
性
を
理
解
し
て
，
そ
れ
ら

を
生
か
し
て
歌
う
こ
と
。

（１）歌唱

〈歌唱教材〉「時の旅人」
〈鑑賞教材〉「フーガト短調」「星
に願いを」他

＜鑑賞教材＞「故郷の人々」「トル
コ行進曲」
＜器楽教材＞「主人は冷たい土の中
に」

テクスチュ
ア　　・構

成

音楽に親しみ，
音楽を進んで表
現し，鑑賞しよ
うとする。

ア
音
色
，
リ
ズ
ム
，
速
度
，
旋
律
，
テ
ク
ス
チ
ュ

ア
，
強
弱
，
形
式
，
構
成
な

ど
の
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
や
要
素
同
士
の
関
連
を
知
覚
し
，
そ
れ
ら

の
働
き
が
生
み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
す
る
こ
と
。

イ
音
楽
の
特
徴
を
そ
の
背
景
と
な
る
文
化
・
歴
史
や
他
の
芸
術

と
関
連
付
け
て
理
解
し
て
，
鑑
賞
す
る
こ
と
。

ア
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
や
構
造
と
曲
想
と
の
か
か
わ

り
を
理
解
し
て
聴
き
，
根
拠
を
も
っ

て
批
評
す
る
な
ど
し
て
，

音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
。

ウ
我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
特
徴

か
ら
音
楽
の
多
様
性
を
理
解
し
て
，
鑑
賞
す
る
こ
と
。

【第２学年及び
　　　第３学
年】
　音や音楽への
興味・関心を高
め，音楽によっ
て生活を明るく
豊かなものに
し，生涯にわ
たって音楽に親
しもうとする。

－音３－


